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富士山憲章ニュース 

富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議 

（富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
） 

 
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
運
営

し
て
い
る
富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議

は
、
山
梨
県
と
富
士
北
麓
地
域
の
７
市
町
村

（富
士
吉
田
市
、
西
桂
町
、
忍
野
村
、
山
中

湖
村
、
富
士
河
口
湖
町
、
鳴
沢
村
、
身
延

町
）、
２
つ
の
恩
賜
林
組
合
（富
士
吉
田
市
外

二
ヶ
村
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
、
鳴
沢
・

富
士
河
口
湖
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
）で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
平
成
10
年
に
山
梨
・静

岡
両
県
で
制
定
し
た
「富
士
山
憲
章
」の
普

及
啓
発
や
、
富
士
山
の
環
境
保
全
と
適
正

利
用
を
推
進
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

～
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
～ 

 

富
士
山
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
の
解
説
を

聞
き
な
が
ら
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
行
う
と
と
も

に
、
「富
士
山
に
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ま
な
い
・捨

て
な
い
・
気
づ
い
た
ゴ
ミ
は
拾
う
」の
趣
旨
の
も

と
清
掃
活
動
を
行
う
、
富
士
山
エ
コ
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

７
月
22
日
（土
）開
催
は
、
富
士
ス
バ
ル
ラ

イ
ン
五
合
目
か
ら
奥
庭
駐
車
場
ま
で
の
御
中

道
コ
ー
ス
を
、
自
然
解
説
員
の
方
の
説
明
を

聞
き
な
が
ら
散
策
し
ま
し
た
。
開
始
直
後
は

小
雨
や
霧
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
途
中
か

ら
曇
り
に
な
り
、
綺
麗
に
咲
い
た
シ
ャ
ク
ナ
ゲ

や
眼
下
に
広
が
る
雲
海
を
眺
め
、
最
後
ま
で

散
策
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
周

辺
で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

10
月
１
日
（日
）開
催
は
、
富
士
ス
バ
ル
ラ

イ
ン
五
合
目
か
ら
馬
返
ま
で
の
吉
田
口
登
山

道
を
、
山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン

タ
ー
調
査
研
究
ス
タ
ッ
フ
の
解
説
を
聞
き
な

が
ら
下
る
ル
ー
ト
を
散
策
。
清
掃
活
動
も
あ

わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目

に
到
着
し
た
と
き
は
、
か
な
り
風
が
強
く
帽

子
が
飛
ば
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
が
、
登
山
道

に
入
っ
て
か
ら
は
強
風
も
収
ま
り
ま
し
た
。 

 

 

紅
葉
に
は
ま
だ
早
か
っ
た
の
で
す
が
、
富
士

山
信
仰
の
歴
史
を
感
じ
る
貴
重
な
石
碑
や 

山
小
屋
の
解
説
や
見
学
、
ま
た
吉
田
口
登

山
道
を
下
る
こ
と
が
新
鮮
だ
っ
た
と
、
参
加

者
の
方
か
ら
の
お
声
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
清
掃
で
回
収
し
た
ゴ
ミ
の
合
計
量
は
、 

可
燃
ゴ
ミ
3
・
4
㎏ 

不
燃
ゴ
ミ
33
・
5
㎏ 

 

エ
コ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
２
回
分
の
回
収
量
で
す

が
、
マ
ス
ク
や
錆
び
た
釘
・缶
、
廃
木
材
、
割

れ
た
ビ
ン
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
今
年
の
6

月
富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
登
録
さ
れ
10

周
年
。
登
山
者
も
戻
り
、
活
気
に
包
ま
れ
た

記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ゴ
ミ

問
題
の
現
状
に
直
面
す
る
と
、
今
後
も
関
係

団
体
な
ど
と
連
携
し
、
富
士
山
の
環
境
保
全

活
動
を
継
続
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

～
富
士
山
美
化
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～ 

 

富
士
山
を
訪
れ
る
観
光
客
や
登
山
客
に

環
境
保
全
へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め
る
啓
発

活
動
と
清
掃
活
動
を
行
う
富
士
山
美
化
啓

発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
今
年
も
開
催
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
８
月
中
旬
の
お
盆
シ
ー
ズ
ン
を

メ
イ
ン
に
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、
台
風
な

ど
の
影
響
で
中
止
に
な
る
こ
と
も
多
か
っ
た

た
め
、
今
年
は
８
月
の
毎
週
金
曜
日
に
実

施
。
一
般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
４
回
行
い

ま
し
た
。
登
山
者
も
分
散
の
傾
向
に
あ
っ
た

た
め
、
マ
イ
カ
ー
規
制
中
の
富
士
山
五
合
目

行
き
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
利
用
者
は
平
日
で
あ
っ
て

も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
真
夏
日
の
中
、
懸

命
に
ゴ
ミ
袋
を
配
布
し
、
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り

を
呼
び
か
け
、
ま
た
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
発
着
所
の

富
士
山
パ
ー
キ
ン
グ
で
清
掃
活
動
も
行
っ
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
気
持
ち
が
、
多
く
の

方
に
届
い
て
富
士
山
の
環
境
保
全
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。 

１
日
の
平
均
は
、
ゴ
ミ
袋
配
布
２
９
５
枚
・回

収
ゴ
ミ
（可
燃
・不
燃
あ
わ
せ
）４
㎏
で
し
た
。 

        

今
後
も
、
美
し
い
富
士
山
を
後
世
に
引
き

継
い
で
い
け
る
よ
う
環
境
保
全
の
呼
び
か
け

と
清
掃
活
動
を
企
画
し
ま
す
。 

啓
発
・
清
掃
活
動
報
告 

上部：啓発活動 

下部：清掃活動 

清掃活動のようすと

回収したゴミ 

１ 

解説に聞き入る参加者のようす

吉田口登山道一合目 

解説に聞き入る参加者のようす

御中道五合目 



富士山憲章ニュース 
 

～
富
士
山
清
掃
活
動
～ 

 
富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行

し
、
観
光
客
や
人
の
動
き
が
活
発
に
な
っ
て

き
た
今
年
、
富
士
山
憲
章
行
動
規
範
に
則

り
、
富
士
山
の
環
境
保
全
の
た
め
事
務
局
員

で
の
富
士
山
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
富
士
山
閉
山
日
の
９
月
10
日
（日
）

富
士
ス
バ
ル
ラ
イ
ン
五
合
目
か
ら
六
合
目
に

か
け
て
の
登
山
道
を
、
10
月
第
１
週
か
ら
４

週
（各
週
平
日
１
日
）は
、
五
合
目
ロ
ー
タ

リ
ー
、
御
中
道
、
馬
返
、
北
口
本
宮
冨
士
浅

間
神
社
ま
で
の
吉
田
口
登
山
道
を
清
掃
。
回

収
量
は
、
可
燃
27
・
8
㎏
、
不
燃
15
・
4 

㎏
で
し
た
。 

  

  

 

量
だ
け
見
る
と
少
な
く
感
じ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
「富
士
山
に
ゴ
ミ
を
持
ち
込
ま

な
い
・捨
て
な
い
・気
づ
い
た
ゴ
ミ
は
拾
う
」の

姿
勢
か
ら
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
の
抑
制
に
繋
が

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

～
富
士
山
憲
章
国
道
清
掃
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
～ 

 

今
回
の
「富
士
山
憲
章
国
道
清
掃
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」も
、
認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

富
士
山
ク
ラ
ブ
が
実
施
す
る
「ぐ
る
り
富
士

山
風
景
街
道
一
周
清
掃
２
０
２
３
」と
連
携

を
図
る
な
か
で
、
10
月
14
日
（土
）に
実
施

し
ま
し
た
。 

 

曇
り
で
少
し
肌
寒
い
朝
で
し
た
が
、
開
会

式
が
始
ま
る
こ
ろ
に
は
富
士
山
も
姿
を
見
せ

暖
か
な
日
差
し
の
も
と
、
山
梨
県
立
富
士
山

世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
、
東
海
自
然

歩
道
か
ら
県
道
含
め
約
1
・
5
㎞
を
両
側

に
分
か
れ
て
清
掃
し
ま
し
た
。 

    

 

今
回
の
ゴ
ミ
回
収
量
は
、
可
燃
物
・不
燃
物

あ
わ
せ
て
、
80
㎏
で
し
た
。 

            

今
後
も
、
富
士
山
憲
章
の
普
及
・定
着
を

図
る
活
動
を
継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
富

士
山
の
環
境
保
全
に
向
け
て
、
一
人
ひ
と
り

が
積
極
的
に
行
動
で
き
る
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。 

 

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
富

士
山
の
環
境
を
保
全
し
て
い
く
た
め
に
、
募

金
・寄
付
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

 
 ～

富
士
山
環
境
保
全
募
金
寄
付
贈
呈
式
～ 

 

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海
株
式
会
社
様
よ
り
富

士
山
環
境
保
全
募
金
へ
寄
付
金
を
い
た
だ

き
、
令
和
５
年
７
月
19
日
（水
）、
感
謝
状
贈

呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
東
海
株
式
会
社
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
環
境
保
全
活
動
な
ど
広
く
社

会
貢
献
活
動
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と

し
て
平
成
17
年
よ
り
毎
年
富
士
山
環
境
保

全
募
金
へ
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 ～

富
士
山
環
境
保
全
募
金
寄
付
受
納
式
～ 

 

令
和
５
年
９
月
11
日
（月
）、
星
美
学
園
小

学
校
（東
京
都
北
区
）３
年
生
が
林
間
学
校

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
富
士
山
に
向
か
う
途
中
、

山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
を

訪
れ
ま
し
た
。
星
美
学
園
小
学
校
は
、
平
成

12
年
に
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
て
以
来
毎
年
、
児
童
の
み
な
さ
ん

が
募
金
を
呼
び
か
け
、
３
年
生
が
学
校
を
代

表
し
て
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
今
年
で

21
回
目
と
な
り
、
山
梨
県
立
富
士
山
世
界

遺
産
セ
ン
タ
ー
前
庭
に
て
寄
付
受
納
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。 

富
士
山
環
境
保
全
募
金
寄
付 

児童代表者へ

感謝状贈呈 

２ 

マックスバリュ東海株式会社 

長谷川マネージャー（右）  

富士山憲章山梨県推進会議 

土屋事務局長 （左） 

開会式：山梨県立富士山世界遺産センター展望デッキ 

清掃を終えた参加者 

清掃活動のようす 

回収ゴミ 



富士山憲章ニュース 
 

～
富
士
山
環
境
保
全
募
金
活
動
～ 

 
富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
富

士
山
憲
章
の
普
及
の
た
め
様
々
な
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
構
成
市
町

村
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
啓
発
物
品
の
配

布
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
年
９
月

開
催
の
第
２
回M

t.

富
士
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
富

士
河
口
湖
２
０
２
３
受
付
会
場
で
募
金
ブ
ー

ス
を
設
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

 

富
士
山
が
世
界
文
化
遺
産
登
録
さ
れ
10

周
年
の
今
年
も
、
例
年
同
様
の
募
金
・寄
付

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
ご
寄
付
は
、
富
士

山
の
環
境
保
全
の
た
め
に
大
切
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。  

 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

富
士
山
憲
章
山
梨
県
推
進
会
議(

富
士
山

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー)

で
は
、
富
士
山
の

環
境
保
全
に
向
け
た
意
識
や
関
心
を
高
め
、 

 

美
し
い
富
士
山
を
将
来
に
わ
た
り
守
り
引
き

継
ぐ
こ
と
を
決
意
し
た
「富
士
山
憲
章
」の

普
及
定
着
を
図
る
た
め
、
富
士
山
に
あ
て
た

年
賀
状
を
募
集
し
ま
す
。 

 

毎
年
素
敵
な
作
品
に
出
合
え
、
審
査
員
の

方
々
も
入
選
作
品
２
０
０
点
（
入
賞
20
点
含

む
）を
選
ぶ
こ
と
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
梨
県
内
外
で
の
巡
回
作
品
展
も
、
心
待
ち

に
し
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

お
１
人
１
点
と
な
り
ま
す
が
、
プ
ロ
・ア
マ
、

年
齢
、
国
籍
問
わ
ず
、
全
国
か
ら
募
集
し
ま

す
。
是
非
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。 

 
富
士
山
へ
の
愛
に
溢
れ
た
作
品
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

 

募
集
要
項
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

富
士
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

（http
s://w

w
w

.y
am

an
ash

i-k
an

k
ou

.jp
/

v
olu

n
teer/ 

） 

    

第
20
回
富
士
さ
ん

へ
謹
賀
新
年
～
富
士

山
あ
て
年
賀
状
～
の

入
賞
・入
選
作
品
展

も
山
梨
県
内
外
を

巡
回
中
で
す
。
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 
 

３ 

募金を呼びかけるポスター 

第

21
回
富
士
さ
ん
へ
謹
賀
新
年 

～
富
士
山
あ
て
年
賀
状
～ 

富士山レンジャー写真展 2023 

Mount Fuji Photo Exhibition 

          Photo by Mt.Fuji Ranger 

    巡回展の日程など詳細はこちらのHPから→ 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/topics/fujisanranger-photoexhibition.html 



４ 

 

今
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
５
類

に
移
行
し
、
今
夏
は
国
内
外
か
ら
多
く
の
人

が
富
士
山
を
訪
れ
ま
し
た
。
環
境
省
の
報
告

に
よ
る
と
、
令
和
５
年
度
の
吉
田
ル
ー
ト
の
登

山
者
数
は
約
13
万
７
千
人
で
あ
り
、
ほ
ぼ
コ
ロ

ナ
禍
前
の
登
山
者
数
に
戻
り
ま
し
た
。
ま
た
、

山
小
屋
に
宿
泊
せ
ず
、
夜
通
し
で
一
気
に
山

頂
で
の
ご
来
光
を
目
指
す
弾
丸
登
山
や
軽
装

で
登
山
を
行
う
登
山
客
の
姿
が
目
立
ち
ま
し

た
。 

 

本
稿
で
は
、
今
夏
の
富
士
山
の
様
子
と
富
士

山
レ
ン
ジ
ャ
ー
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
か
お
伝
え
し
ま
す
。 

 
 

    
 

 
 

 
 

 
 

 

 

富
士
山
レ
ン
ジ
ャ
ー(

以
下
レ
ン
ジ
ャ
ー)

は
、

今
年
も
富
士
山
の
開
山
時
期
で
あ
る
７
月
１

日
～
９
月
１０
日
の
72
日
間
、
ス
バ
ル
ラ
イ
ン

五
合
目
か
ら
の
吉
田
口
登
下
山
道
を
巡
回

し
、
登
山
・マ
ナ
ー
指
導
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
五
合
目
か
ら
六
合
目
付
近
で
装
備
や
山

小
屋
の
予
約
確
認
、
登
山
レ
ク
チ
ャ
ー
な
ど

も
行
い
ま
し
た
。 

 

  

 

今
年
度
も
い
つ
も
の
年
よ
り
さ
ら
に
増
し

て
、
弾
丸
登
山
者
の
対
応
に
苦
慮
し
ま
し

た
。
富
士
吉
田
市
の
報
告
に
よ
る
と
、
弾
丸

登
山
者
の
数
は
全
登
山
者
の
約
２
・４
１
％
で

あ
り
、
過
去
１０
年
で
最
小
の
比
率
で
し
た
。

し
か
し
、
弾
丸
登
山
者
の
大
半
が
外
国
人
観

光
客
や
東
南
ア
ジ
ア
系
の
技
能
実
習
生
で

あ
っ
た
事
、
ま
た
、
写
真
２
，
３
の
よ
う
に
週

末
や
お
盆
に
集
中
し
て
富
士
山
に
訪
れ
、
ト

ラ
ブ
ル
が
多
発
し
ま
し
た
。 

 

レ
ン
ジ
ャ
ー
も
小
屋
の
中
の
ト
イ
レ
や
登
山

道
な
ど
で
仮
眠
を
取
る
登
山
者
に
何
度
も

遭
遇
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
無
断
で
山
小
屋

に
侵
入
す
る
登
山
者
も
い
た
と
聞
き
ま
し

た
。
焚
火
や
テ
ン
ト
を
張
っ
て
い
る
登
山
者

も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
行
為
は

他
の
登
山
者
・山
小
屋
な
ど
に
大
き
な
迷
惑

を
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
人
自
身
の
高

山
病
や
低
体
温
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
増
大

し
、
大
変
危
険
で
す
。        

  

富
士
山
に
来
て
か
ら
お
伝
え
で
き
る
こ
と
は

限
ら
れ
て
い
ま
す
。
富
士
山
に
来
る
前
に
登

山
リ
ス
ク
等
の
富
士
山
の
事
を
伝
え
る
の
が

大
切
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

開
山
前
に
、
モ
ン
ベ
ル
様
と
共
催
で
富
士
登

山
に
関
す
る
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
通
年
で
富
士
山
の
事
を
学
ぶ
環
境
学
習

会
も
行
っ
て
い
ま
す(

要
予
約)

。
問
題
が
山
積

み
に
な
っ
て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
積
極
的
に

取
り
組
み
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
後
世
に
美
し
い
富
士
山
を
引
き
継
い

で
い
き
た
い
で
す
。 

 

富
士
山
は
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
転
換
期
を
迎

え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
役
割

は
何
な
の
か
、
再
度
見
つ
め
な
お
す
時
期
で
も

あ
る
か
も
し
れ
せ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
模
索
を

重
ね
つ
つ
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
富
士
登
山
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

今
話
題
の
弾
丸
登
山
者
問
題 

写真1：登山者に指導するレンジャー 

写真4：8/13早朝の山頂の様子 

まるで満員電車に乗っているような感じでした

写真2,3：スバルライン五合目の様子 

週末午後には多くの弾丸登山者が登山を開始するため 

レンジャーも登山指導にあたります

写真5：山小屋の前で寝ている弾丸登山者(8/13) 

寝ることは危険かつ迷惑であることを伝えました

レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
思
う
事 

写真6：モンベル御徒町店での 

登山装備レクチャーの様子 

２０２３コロナ明け 夏山富士山の様子  



 

日
本
一
の
標
高
を
持
つ
富
士
山
は
、
冬

季
に
は
い
っ
そ
う
気
象
条
件
が
厳
し
く
な

り
、
山
岳
遭
難
事
故
の
リ
ス
ク
も
非
常
に

高
く
な
り
ま
す
。
そ
の
危
険
性
が
常
に
説

か
れ
る
と
こ
ろ
の
冬
山
登
山
。
残
念
な
が

ら
、
富
士
山
で
も
毎
年
死
亡
遭
難
事
故

が
発
生
し
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。 

 

山
梨
県
は
例
年
、
山
梨
県
警
と
連
携
し

て
、
吉
田
口
登
山
道
の
「馬
返
」に
お
い

て
、
冬
の
富
士
登
山
者
に
向
け
て
の
啓
発

活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
軽
装
や
準

備
不
足
に
対
す
る
指
導
・注
意
喚
起
、
登

山
届
提
出
の
呼
び
掛
け
等
、
遭
難
事
故

防
止
の
た
め
に
、
本
年
度
も
警
察
と
連
携

し
て
、
安
全
登
山
啓
発
に
つ
と
め
て
い
き

ま
す
。 

「  

馬
返
」で
の
冬
山
登
山
啓
発
の
様
子 

 

～
登
山
計
画
書
提
出
の
義
務
～ 

 

２
０
１
９
年
12
月
1
日
よ
り
富
士
山
・

南
ア
ル
プ
ス
・八
ヶ
岳
の
一
部
の
山
域
で
、

登
山
計
画
書
の
提
出
が
義
務
と
な
っ
て
い

ま
す
（平
成
29
年
10
月
施
行
「山
梨
県

登
山
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
条
例
」）。

対
象
と
な
る
山
域
は
左
記
の
通
り
で
す
。  

 

●
富
士
山 

３
０
０
０
ｍ
以
上
（概
ね
八
合 

 
 

  

目
以
上
） 

●
南
ア
ル
プ
ス 

白
根
三
山
、
甲
斐
駒
ヶ

岳
、
仙
丈
ヶ
岳
、
鳳
凰
山
、
鋸
岳
等 

●
八
ヶ
岳 

赤
岳
、
権
現
岳
、
編
笠
山 

【 

12
月
1
日
～
翌
年
3
月
31
日
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
期
間
指
定
】  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
田
口
登
山
道
で
は
、
「馬
返
」と
ス
バ

ル
ラ
イ
ン
五
合
目
の
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー

に
登
山
届
Ｂ
Ｏ
Ｘ
が
設
置
し
て
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ
Ｃ
か
ら

登
山
届
が
出
せ
るC

O
M

P
A
S
S

を
利
用
す

れ
ば
全
国
の
山
域
に
対
応
し
、
警
察
と
も

連
携
し
て
い
る
の
で
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
綿

密
な
計
画
を
立
て
、
万
全
の
準
備
を
整

え
、
そ
し
て
登
山
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。(

登
山
ア
プ
リ
「コ
ン
パ
ス
」 h

ttp
s:/

/

w
w

w
.m

t-
co

m
p
a
ss.co

m
/
h
o
w

to
.p

h
p

）  

   
 

 

な
お
２
０
１
３
年
に
は
、
遭
難
事
故
の
防

止
や
自
然
環
境
の
保
全
の
た
め
、
「
富
士

登
山
に
お
け
る
安
全
確
保
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」に
お
い
て
、
登
山
者
が
守
る
べ

き
、
夏
山
期
間
以
外
の
３
つ
の
ル
ー
ル
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。
「富
士
登
山
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
サ
イ
ト
」で
も
読
む
こ
と
が
出
来
る

の
で
、
ぜ
ひ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。 

（http
s:/

/
w

w
w

.fu
jisa

n
-
clim

b
.jp

/

risk
/
g
u
id

elin
es.h

tm
l) 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

次
の
①
～
⑤
の
富
士
山
。
富
士
五
湖

の
ど
の
湖
と
写
っ
て
い
る
の
か
当
て
て

下
さ
い
。 

 
 

  

⛄ 冬の富士登山について ２０２３ ⛄ 

  

１
．
万
全
な
準
備
を
し
な
い
登
山
者
の 

 
 

登
山
禁
止 

２
．
登
山
計
画
書
を
必
ず
作
成
・
提
出 

３
．
携
帯
ト
イ
レ
の
持
参
と
回
収 

ち
ょ
っ
と
ひ
と
息
❄
富
士
山
ク
イ
ズ ② ④ 

⑤  
① 

冬の富士山は、

眺める楽しみが

いっぱいだね！ 

※
ヒ
ン
ト
無
し
で
す
。

正
解
は
次
号
に
て
！ 

③ 

５ 



 

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
鳥
好
き
富
士
山

レ
ン
ジ
ャ
ー
で
す
。
前
回
の
１
４
１
号
に
引
き

続
き
、
今
回
も
フ
リ
ー
コ
ラ
ム
執
筆
の
機
会

を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

前
回
（１
４
１
号
）で
は
〝
野
鳥
は
な
ぜ
渡

る
の
か
？
〟
を
テ
ー
マ
に
、
渡
り
の
区
分
や

そ
の
理
由
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
だ
ご
覧
に
な
っ
て
い
な
い
方
い
ま
し

た
ら
、
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。 

 

そ
し
て
今
回
、
ま
た
ま
た
野
鳥
を
テ
ー
マ

に
、
鳥
の
豆
知
識
や
オ
モ
シ
ロ
雑
学
を
集
め

ま
し
た
。
鳥
の
可
愛
さ
に
和
む
も
の
か
ら
、
ふ

ふ
っ
と
口
が
ほ
こ
ろ
ぶ
も
の
ま
で
、
様
々
な
ネ

タ
で
皆
さ
ん
を
野
鳥
の
世
界
へ
お
導
き
し
ま

す
よ
♪
で
は
、
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

 
 

 
 

 

皆
さ
ん
、
「目
白
押
し
」と
い
う
言
葉
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
「人
や
物
が
集
ま
っ
て
込

み
合
う
こ
と
」で
す
ね
。 

 

実
は
こ
の
言
葉
、
野
鳥
で
あ
る

メ
ジ
ロ
の
習
性
が
由
来
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 

こ
れ
は
、
メ
ジ
ロ
が
木
に
止
ま

る
時
、
ま
る
で
押
し
合
っ
て
い
る

よ
う
に
沢
山
並
ぶ
こ
と
か
ら
来

て
い
ま
す
！ 

 

メ
ジ
ロ
押
し
、
一
度
こ
の
目
で

見
て
み
た
い
も
の
で
す
ね
～
♡ 

 
 

 
 

 

～
こ
と
り
編
～ 

野
鳥
の
雑
学

ざ
つ
が
く

と
豆
知
識

ま
め
ち
し
き 

 

 

続
い
て
の
テ
ー
マ
は
、
メ
ジ
ロ
と
同
じ
小
鳥

仲
間
の
ヤ
マ
ガ
ラ
選
手
！ 

 

野
鳥
と
い
え
ば
臆
病
で
す
ぐ
に
逃
げ
て
し

ま
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
で
す
が
、
こ

の
鳥
に
限
っ
て
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
な
ぜ
か
？ 

 

筆
者
も
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
ど
う
や
ら

ヤ
マ
ガ
ラ
は
平
安
時
代
か
ら
一
昔
前
ま
で

ペ
ッ
ト
の
よ
う
な
扱
い
を
さ
れ
て
い
た
よ
う

で
、
そ
の
頃
の
名
残
で
あ
る
「人
懐
っ
こ
い
性

質
」が
今
も
残
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
。
ま
た
、

た
だ
飼
う
だ
け
で
な
く
様
々
な
芸
を
仕
込

ま
れ
る
よ
う
な
賢
さ
も
持
っ
て
い
た
と
か
！ 

 

（例
：
お
み
く
じ
引
き
、
輪
抜
け 

等
） 

 

現
在
は
自
然
保
護
管
理
法
で
野
鳥
の
捕

獲
・飼
育
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
過
去
も
あ
っ
た
ん
で
す
ね
。 

 

ヤ
マ
ガ
ラ
は
、
身
近
な
公
園
や
街
の
中
で

も
普
通
に
生
活
し
て
い
ま
す
。
今
度
の
休

日
、
ヤ
マ
ガ
ラ
探
し
は
い
か
が
で
す
か
？ 

 

 
 

 

 

お
そ
ら
く
野
鳥
界
で
は
、
カ
ラ
ス
や
ハ
ト

に
並
ん
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
知
名
度
を
誇
る

ス
ズ
メ
。 

 

ス
ズ
メ
の
可
愛
さ
と
い
え
ば
、
あ
の
モ
フ
モ

フ
ボ
デ
ィ
と
そ
の
丸
さ
加
減
で
す
が
、
夏
と

冬
で
は
丸
さ
が
全
く
異
な
り
ま
す
。 

 

実
際
に
夏
と
冬
の
様
子
を
比
べ
て
み
ま

し
ょ
う
。 

①
目
白
押
し 

 

ま
ず
、
ス
ズ
メ
は
渡
り
鳥
で
は
な
く
、
冬
眠

も
し
ま
せ
ん
。
こ
の
小
さ
な
体
一
つ
で
、
日
本

の
寒
い
冬
を
越
す
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
？
ス
ズ
メ
、
考
え
ま
し
た
。 

 

「そ
う
だ
！
羽
毛
を
膨
ら
ま
せ
て
、
体
の
ま

わ
り
に
空
気
を
蓄
え
た
ら
い
い
ん
だ
！
そ
う

す
れ
ば
、
体
温
を
逃
が
さ
な
い
！
」 

 

こ
う
し
て
越
冬
仕
様
の
ま
ん
ま
る
ス
ズ
メ
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
め
で
た
し
め
で
た
し
。 

 
 

 

 

昨
今
の
野
鳥
ブ
ー
ム
。
火
付
け
役
は
ど
の

鳥
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
筆
者
は
「シ
マ
エ
ナ

ガ
」だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
〝
雪
の
妖
精
〟
の

異
名
を
持
ち
、
見
た
人
を
魅
了
す
る
。 

 
し
か
し
こ
の
鳥
、
日
本
で
の
生
息
域
は
北

海
道
の
み
で
、
簡
単
に
は
お
目
に
か
か
れ
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
本
州
で
見
ら
れ
る
野
鳥
界
の

ア
イ
ド
ル
「エ
ナ
ガ
」を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

シ
マ
エ
ナ
ガ
と
の
大
き
な
違
い
は
頭
部
に
黒

い
線
が
入
っ
て
い
る
か
否
か
で
す
。
シ
マ
エ
ナ
ガ

は
真
っ
白
頭
、
エ
ナ
ガ
は
黒
ま
ゆ
げ
で
す
よ
。 

 

多
く
の
鳥
は
通
常
、
同
種
の
群
れ
・
つ
が

い
、
ま
た
は
単
独
で
行
動
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
そ
ん
な
鳥
た
ち
が
異
種
を
混
ぜ

た
群
れ
を
作
り
、
力
を
合
わ
せ
る
時
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
冬
、
ま
た
し
て
も
越
冬
の
た

め
で
あ
り
、
群
れ
の
名
称
を
〝
カ
ラ
の
混

群
〟
と
言
い
ま
す
。 

 

異
な
る
種
と
協
力
す
る
こ
と
に
は
デ
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、
越
冬
の
た
め
な
ら

ば
、
そ
ん
な
こ
と
は
言
っ
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

メ
リ
ッ
ト
は
下
記
の
２
点
で
す
。 

 

①
餌
（木
の
実
や
虫
）が
少
な
く
な
る
冬
場

に
、
様
々
な
餌
場
を
持
つ
鳥
た
ち
が
一
緒
に

な
る
こ
と
で
、
餌
が
見
つ
か
り
や
す
く
な
る
。 

 

②
木
々
の
葉
が
落
ち
て
身
を
隠
す
場
所
が

少
な
く
な
っ
た
時
、
混
群
の
ほ
う
が
天
敵
を

早
く
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

混
群
メ
ン
バ
ー 

エ
ナ
ガ
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、  

 
 

ゴ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
、
ヒ
ガ
ラ
、
コ
ガ
ラ
、
メ
ジ
ロ
、

ヤ
マ
ガ
ラ
、
コ
ゲ
ラ 

   
 

  

野
鳥
の
雑
学
と
豆
知
識
、
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
お
楽
し
み
い
た
だ
け
た
の
で
あ
れ

ば
幸
い
で
す
。
皆
様
、
よ
き
鳥
ラ
イ
フ
を
！ 

 
 

 

②
愛
嬌
者
・ヤ
マ
ガ
ラ 

③
丸
ま
る
ス
ズ
メ 

④
（シ
マ
）エ
ナ
ガ 

⑤
カ
ラ
の
混
群 

冬の様子 

夏の様子 

エナガ 

シマエナガ 

６ 



富士山世界遺産センターだより23号 
■
県
民
の
日
記
念
行
事 

 

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
、
11
月
20
日
は

県
民
の
日
で
す
。
県
内
各
地
で
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
催
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
富

士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
も
い
ろ
い
ろ
な

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
、
ま
た
は
予
定
し
て
い
ま

す
。
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

 

●
10
月
７
日 

 

 
 
 

富
士
吉
田
会
場
記
念
行
事 

 
 11

月
20
日
の
県
民
の
日
に
先
だ
っ
て
、
、
富

士
吉
田
市
の
富
士
山
パ
ー
キ
ン
グ
に
お
い

て
、
県
民
の
日
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
で
も
展
示
ブ
ー
ス
を
出

し
、
富
士
山
ク
イ
ズ
を
行
い
ま
し
た
。
多
く

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

●
11
月
19
日
～
23
日 

 
 
 

２
施
設
企
画
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー 

  

山
梨
県
富
士
山
科
学
研
究
所
と
山
梨
県

立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し

て
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。 

ク
イ
ズ
用
紙
に

２
施
設
両
方
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
も
ら

い
、 

期
間
中
に
用
紙
を
持
参
し
た
方
に
は

記
念
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。 

こ
の
企
画
も
恒
例
に
な
り
ま
し
た
。
大

変
好
評
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
も
先
着
50
名
様

に
記
念
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご
友

人
、
ご
家
族
と
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。 

●
11
月
20
日 

 
 
 

缶
バ
ッ
チ
づ
く
り 

 
 

 

県
民
の
日
当
日
は
、
当
セ
ン
タ
ー
南
館
内

で
缶
バ
ッ
チ
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
こ
ち
ら

も
毎
年
行
っ
て
い
る
企
画
で
す
。
デ
ザ
イ
ン

も
様
々
で
、
い
ろ
い
ろ
な
缶
バ
ッ
チ
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

毎
回
た
く
さ
ん
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
、

思
い
思
い
に
富
士
山
に
色
を
つ
け
た
り
、
言

葉
を
入
れ
た
り
、
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

缶
バ
ッ
チ
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

今
年
は
富
士
山
世
界
遺
産
登
録
10
周
年

の
記
念
デ
ザ
イ
ン
も
用
意
し
て
い
ま
す
。 

 

是
非
ご
来
館
く
だ
さ
い
。 

■
国
際
交
流
「世
界
の
森
や
ま
な
し
」 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト 

 
 

 

山
梨
県
は
諸
外
国
と
の
友
好
促
進
と
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向
け
、
日
本
を
象
徴
と
す

る
富
士
山
を
望
む
富
士
北
麓
地
域
に
国
際

交
流
課
集
い
の
場
で
あ
る
【世
界
の
森
や
ま

な
し
】を
創
設
し
ま
し
た
。 

 

10
月
19
日
に
は
、
各
国
大
使
等
を
招
待

す
る
中
で
、
美
し
い
森
林
景
観
の
中
で
、
植

樹
活
動
を
通
じ
た
国
際
交
流
の
推
進
と
県

の
魅
力
を
世
界
に
発
信
す
る
た
め
の
キ
ッ
ク

オ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
鳴
沢
村
の
全
国
育
樹
祭

記
念
広
場
に
て
行
い
ま
し
た
。 

 

イ
ベ
ン
ト
に
は
63
カ
国
に
も
及
ぶ
各
国

大
使
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
国

内
か
ら
は
二
階
俊
博
衆
議
院
議
員
を
筆
頭

に
国
会
議
員
、
県
議
会
、
市
町
村
長
な
ど

多
く
の
関
係
者
も
参
列
し
ま
し
た
。 

 

主
催
者
で
あ
る
長
崎
幸
太
郎
山
梨
県
知

事
か
ら
は
、
歓
迎
と
感
謝
の
挨
拶
と
と
も

に
、
山
梨
県
や
世
界
遺
産
富
士
山
の
魅
力

に
つ
い
て
の
発
信
が
さ
れ
ま
し
た
。  

 

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
関
係
団
体
が
展
示

ブ
ー
ス
を
設
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
施
設

紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
セ
ン
タ
ー
も
展

示
ブ
ー
ス
を
設
け
、
施
設
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。 

  

出
展
ブ
ー
ス 

「ブ
ー
ス
名
」（団
体
名
） 

・「や
ま
な
し
モ
デ
ルP

2
G

シ
ス
テ
ム
に
よ
る 

 

グ
リ
ー
ン
水
素
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
取
り

組
み
」 

 
 (

企
業
局 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
推
進 

 
 
 

 
 

室 

産
業
労
働
部 

成
長
産
業
推
進
課) 

・「世
界
遺
産 

富
士
山-

信
仰
の
対
象
と
芸

術
の
源
泉
」 

（山
梨
県
立
富
士
山
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
） 

・「ユ
ネ
ス
コ
パ
ー
ク 

南
ア
ル
プ
ス
・甲
武
信
」  

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（自
然
共
生
推
進
課
） 

・「や
ま
な
し
の
美
酒
」 

 
 

（観
光
振
興
課 

ワ
イ
ン
県
・美
食
担
当
） 

・「や
ま
な
し
の
美
食
」 

 
 

 
 

 
 

（農
政
部 

販
売
・輸
出
支
援
課
） 

・「ク
ラ
フ
ト
や
ま
な
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

カ
イ
テ
キ
ス
タ
イ
ル
」 

 
 

 
 

 
 

 
(

産
業
労
働
部 

産
業
振
興
課) 

 

・「山
梨
県
有
林 

 

 
 

 
 

 
 

 

～F
S
C

森
林
管
理
認
証
～
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（林
政
部 

県
有
林
課
） 

７ 



富士山世界遺産センターだより23号 

一
〇
〇
年
前
の
富
士
山
の
観
光

（
２
）御
殿
場
口
の
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ 

前
回
は
大
正
八
年
（一
九
一
九
）に
印

刷
さ
れ
た
富
士
山
吉
田
口
の
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
「冨
士
山
北
口
全
図
」（明
治
三
四
年

（一
九
〇
一
）の
改
正
版
）を
手
掛
か
り

に
、
約
一
〇
〇
年
前
の
富
士
山
の
観
光

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。
今
回
は
そ
れ
と

ほ
ぼ
同
時
期
の
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）

六
月
に
印
刷
さ
れ
た
「冨
士
登
山
案
内

地
図 

附
裾
野
八
湖
箱
根
遊
覧
案
内
」

（以
下
「案
内
地
図
」、
写
真
１
）を
紹
介

し
ま
す
。 

〈西
が
上
に
来
る
地
図
〉 

「案
内
地
図
」の
表
面
は
富
士
山
周
辺

の
案
内
図
で
、
南
方
に
あ
る
駿
河
湾
が

左
端
に
描
か
れ
る
と
い
う
、
少
し
珍
し
い

形
式
に
な
っ
て
い
ま
す
（写
真
２
）。
著
者

で
発
行
者
の
杉
山
武
雄
は
、
御
殿
場
停

車
場
（静
岡
県
駿
東
郡
御
殿
場
町
、
現

御
殿
場
駅
）の
近
く
で
富
士
杉
山
写
真

館
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
御
殿
場
か
ら
見

る
と
富
士
山
は
西
側
に
位
置
す
る
た

め
、
西
が
上
に
な
る
よ
う
な
地
図
が
描

か
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

〈「富
士
登
山
案
内
」〉 

 

「案
内
地
図
」の
裏
面
は
「
富
士
登
山

案
内
」と
題
さ
れ
、
富
士
登
山
の
概
説
に

は
じ
ま
り
、
各
登
山
道
や
箱
根
に
関
す

る
紹
介
文
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
冒

頭
部
で
は
、
富
士
山
が
「詩
材
」に
な
っ
た

こ
と
や
「地
質
学
、
植
物
学
、
気
象
学
」

な
ど
の
研
究
材
料
が
豊
富
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
た
う
え
で
、
高
山
へ
の
登
山
を

「身
体
ノ
健
康
保
全
法
ト
シ
テ
、
最
モ
適

当
」で
あ
る
と
し
て
富
士
登
山
を
勧
誘
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
富
士
山
の
信
仰
に

関
す
る
こ
と
に
は
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。 

御
殿
場
口
登
山
道
は
明
治
一
六
年

（一
八
八
三
）に
開
か
れ
た
比
較
的
新
し

い
道
で
す
。
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）

に
東
海
道
線
が
開
通
し
、
御
殿
場
停
車

場
が
設
け
ら
れ
た
た
め
、
多
く
の
登
山

者
に
利
用
さ
れ
ま
し
た
。
彼
ら
の
中
に
は

信
仰
以
外
の
目
的
を
持
つ
者
も
多
く
い

た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
「
案
内
地
図
」も

そ
の
よ
う
な
観
光
客
に
向
け
て
作
成
さ

れ
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

〈富
士
信
仰
の
影
響
〉 

一
方
で
、
「案
内
地
図
」
に
は
、
富
士

信
仰
の
影
響
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
た

と
え
ば
、
表
面
の
地
図
で
は
「胎
内
」や

「龍
宮
」、
「冨
士
人
穴
」、
「白
糸
瀧
」と

い
っ
た
富
士
講
の
巡
拝
地
も
名
所
旧
跡

と
し
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
裏
面

の
「富
士
登
山
案
内
」に
は  

「御
中
道
巡

り
」や
「裾
野
巡
り
（八
湖
廻
り
）」と
い
っ

た
周
遊
コ
ー
ス
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
富
士
講
の
修
行
で
あ
る
御
中

道
（富
士
山
中
腹
を
一
周
）
や
内
八
海

巡
（山
麓
の
湖
を
巡
拝
）を
な
ぞ
っ
た
も

の
と
い
え
ま
す
。 

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
大
正
時
代
の

御
殿
場
で
発
行
さ
れ
た
「案
内
地
図
」

は
、
従
来
か
ら
の
信
仰
登
山
で
は
な
く
、

自
然
観
察
や
健
康
維
持
に
重
点
を
置
く

レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
富
士
登
山
を
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
こ
で
紹
介
さ

れ
て
い
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
周
遊
コ
ー
ス

に
は
富
士
講
の
登
拝
や
巡
拝
の
影
響
が

見
ら
れ
ま
す
。
「案
内
地
図
」は
江
戸
時

代
以
来
の
富
士
参
詣
の
枠
組
み
の
中
で
、

近
代
的
な
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
観
光
を
紹

介
し
よ
う
と
し
た
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
で
あ
る

と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 

（学
芸
員 

千
原
鴻
志
） 

 令和５年度 第２回企画展  

「諏訪宮 御影 やいよう神―富士信仰の祭場― 」 

◇会  期    令和5年12月25日（月）～令和6年2月26日（月）  

◇会  場    富士山世界遺産センター南館 富士山ステーション  

◇内  容    浅間神が祀られる以前は、上吉田の産土神として諏訪神が祀られ 

ていました。毎年8月26・27日の両日に催行される「吉田の火祭」

は、その諏訪神社の例祭です。諏訪神＝諏訪神社、浅間神＝北

口本宮、それぞれの勧請・創建の経緯を吉田町成立の歴史のな

かに位置づけるとともに国の重要無形民俗文化財の指定を受ける

「火祭」について紹介します。 

◇観 覧  料   無 料 

▲写真１ 

「案内地図」表紙 

▲写真２「案内地図」表の地図（部分） 

８ 



富士山憲章（行動規範） 

一 富士山の自然を学び、親しみ、豊かな恵みに感謝しよう。 

一 富士山の美しい自然を大切に守り、豊かな文化を育もう。 

一 富士山の自然環境への負荷を減らし、人との共生を図ろう。 

一 富士山の環境保全のために、一人ひとりが積極的に行動しよう。 

一 富士山の自然、景観、歴史・文化を後世に末長く継承しよう。 

               平成10年11月18日 山梨県・静岡県 

富士山憲章は、富士山の自然環境等の保全の理念や環境保全のための

行動規範を示すことにより、富士山の環境保全への協力を訴え、国民

的な規模で保全運動の展開を図っていくことを目的としています。 

■編集・発行 富士山ボランティアセンター 

            （富士山憲章山梨県推進会議） 

山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

（富士山世界遺産センター北館内） 
TEL: 0555-20-9229  FAX: 0555-72-4114 

E-MAIL: fujisan@eps4.comlink.ne.jp 

本誌のバックナンバーは下記よりダウンロードできます。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/
newsletter/index.html 

富士山環境保全関連イベントのメールマガジンを希望す
る方は、「富士の国やまなし観光ネット 富士の国やまなし
メールマガジン」の会員登録画面より登録してください。 

https://www.yamanashi-kankou.jp/mailmagazine/
index.html  

～ i n f o r m a t i o n ～ 

第21回 富士さんへ謹賀新年～富士山あて年賀状～ 

美しい富士山を守り、未来へ引き継いで行くために。 
  富士山への年賀状を全国から募集します。 

募集期間：令和５年１１月１４日（火）～令和６年１月１６日（火）必着 

応 募 先 

問 い 合 わ せ 

〒401-0301 山梨県南都留郡富士河口湖町船津6663-1 

      (山梨県立富士山世界遺産センター北館内) 

富士山ボランティアセンター 「富士さんへ謹賀新年」 係 

TEL:0555-20-9229 

URL:https://www.yamanashi-kankou.jp/volunteer/ 

応募規定など募集の詳細は、  第２1回富士さんへ謹賀新年  検索 


